










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1) Jo Eric Khushal Murkens， 'Constitutionalism'， ed. Mark Bevir， Encyclope-
dia 01 Political Theory， Sage 2010， p.294. 
(2) S ・p・ハンチントン(坪郷寅・中道寿一・薮野祐三訳H第三の波一一20世
紀後半の民主化」三嶺書房， 1995年， vnペー ジ。 GuillermoO'Donnell， 'Why 
the Rule of Law Matters'， eds. Larry Diamond and Leonardo Morlino， 
Assessing the Quality of Democracy， Baltimore: The Johns Hopkins 
32 ( 166) 
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University Press. 2005， p.3.薄い法の支配と厚い法の支配との区別は， Dia-
mond and Morlino， 'Introduction:αbid. xiv)参照。
(3 ) ブライアン・z・タマナハ(四本健二監訳)~["法の支配」をめぐって一一歴
史・政治・理論』現代人文社， 2011年， 2-4ページ(原書の初版は 2004年)。
(4) マクヮルウィン(森岡敬一郎訳)~立憲主義その成立過程」慶慮通信， 1966 
年， 29-30ページ。ちなみに立憲国家は「自由なる諸制度と遺産を継承してい
た国家」とされ， ["自由」に力点がある(同上， 18-19ペー ジ)。




あった(角田幸彦「キケロー」清水書院， 2001年， 19ペー ジ)。
(7) ダントレーヴ(石上良平訳).~国家とは何か一一政治理論序説』みすず書房，
1972年， 91ペー ジ， 93ページ。キケロは，最後の著作の『義務について』で，
実際には加わらなかったカエサル暗殺を正当化し， ["暴君放伐」の提唱者と見
られた (WalterLaqueur， ed. The Terrorism Reader: A Historical Anthology， 
New York; New American Library， 1978， p.8)0 Cicero， 'On Obligations: A 
new translation by P. G. Walsh (Oxford University Press， 2000， p.91.同書
の高橋宏幸訳の訳は「ある人が親しい間柄にもかかわらず暴君を殺したとする
と，この人物は犯罪に関与したことになるだろうか。少なくともローマ国民は
そう恩わないJcrキケロー選集9J岩波書庖， 1999年， 288-289ペー ジ)。
(8 ) なお， ["国家について」の該当箇所(第l巻第25節)では「国家とは国民の
物である。しかし，国民とはなんらかの方法で集められた人間のあらゆる集合
ではなく，法についての合意と利益の共有によって結合された民衆の集合であ








Hobbes， Leviathan or the Matter， Forme & Power 01 a Common-wealth 
Ecclesiasticall and Civill， New Heaven and London: Yale University Press， 
2010， p.80)。
( 167) 33 
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(1) グリマル(高田康成訳)~キケロ」白水社， 1994年， 10ペー ジ， 61ペー ジ。
オクタウィアヌスのキケロ宛書簡が収録されていないのは意図的である (1アッ
ティクス宛書簡集J~キケロー選集 13.1と「キケロー選集 14.1岩波書庖， 2000 






体制〔上).1岩波書居， 2013年， 6ページ。本書の初版は 1939年〉。
(12) George H. Sabine， A History 01 Political Theoη (fourth edition)， revised 
by Thomas L. Thorson， Hinsdale， I1inois: Dryden Press， 1973， p.169。この
一節は， 1キケロ弁論中最高」と賞賛された「クルエンティウス弁護」に含ま
れる(植村健二Irクルエンティウス弁護」解説J~キケロー選集 u 岩波書庖，




思想の実践的テーマの中心に据えたとされる (Wil1iamA. Dunning， A His帽
tory 01 Theories: From Luther to Montesquieu， 1905， First RepI'nting 1972. 
New York and London: Johnson Reprint Corp.， p.394)。
(13) Arthur M. Eckstein.‘From the Historical Caesar to the Spectre of 
Ca巴sarism:The Imperial Administrator as Internal Threat'， eds. Peter 
Baehr and Melvin Richter， Dictatorsh~ρ in History and Theory: Bonapartism， 
Cαesarism， and Totalitarianism， Washington D.C.: German Historical Insti-







(14) Wi1lia~ A. Dunning， A History 01 Political Theories: Ancient and Medie-
val， 1902， First Reprinting 1972， New York and London: Johnson Reprint 
Corporation， pp. 105-106. 
































ンボー 『シー ザー J]， 153-154ページ〕。なお，西川自身は第2帝政を「それ以
前のあらゆる体制に対して民主的Jと言言い切っていた(向上， 146ペー ジ)。
鹿島茂 (r怪帝ナポレオン3世一一第2帝政全史」講談社， 2004年， 172-174 
ページ)は，ナポレオン3世を「最初のイデオロギー的君主」として「社会全
体の変革」をめざしたと評価する。ボナパルテイズムは 1936年10月30日の





(18) Peter Baehr and Melvin Richter，‘Introduction'， op. cit. Dictatorship in 


















も当然であろう (MelvinRichter，‘Tocquevi1e and the Two Bonapartes，' 
ibid. p. 100)。




「フランスの内乱」岩波文庫， 1973年，第 16刷， 93ページ)
(20) Peter Baehr and Melvin Richter. 'Introduction'， eds. op. cit. p.8. 
(21) Byron D. Cannon，‘Bonapartism'， Frank N. Magi1， ed. International Enり・

















fred Cobban， A Histoη01 Modem France， Volume 2: 1799-1871， Penguin 
Books， 1984， pp. 163-165)。
(23) Peter Baehr and Melvin Richter， ibid. p.2. 
(24) The Oxlord Concise Dictionary 01 Politics. op. cit. 
(25) Natasha M. Ezrow and Erica Frantz， Dictators and Dictatorships: Under-
standing Authoritarian Regimes and Their Leaders， New York: Continuum， 
2011， XV.このように独裁と独裁者を区別していないが，ハルガルテン(西川






(26) Claude Nicolet， 'Dictatorship in Rome'， eds. Peter Baehr and Melvin 
Richter， op. cit. p. 263.日本国憲法に緊急事態の規定がなく， I有事法制」の
議論はこれに相当する。





(Dero A. Saunders and John H. Collins， 'Introduction'， Theodor Mommsen， 
The History 01 Rome， Mineora， New York: Dover Publications， 2013， p.2)。
(28) カール・シュミット(田中浩・原田武雄訳)~独裁一一近代主権輸の起源か
(171 ) 37 
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らプロレタリア階級闘争まで』未来社， 1991年， 156ペー ジ。
(29) 向上， 10ペー ジ。











(33) Theodor Mommsen， 0φ. cit. p. 175. Claude Nicolet，‘Dictatorship in 




(35) Claude Nicolet，‘Dictatorship in Rome'， op. cit. pp.271-272. 
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顔っきJと「混和な瑚1れやすい男J安器用に使い分けた(鶴見祐輔訳「プルター
ク英雄伝 (4)j潮文庫， 1971年， 175ページ)。それゆえ，若い頃の「政治に
も軍事にも興味を持たない不良青年」に戻ることができたのであろう(同上，
モンタネッリ『ローマの歴史j，175ペー ジ)。
(42) Gustav Bychowski， Dictators and Disciples: From Caesar to Stalin -A 
Psychoanalytic Interpretation 01 History， New York: International Univer-










(43) ゲルツアー(長谷川博隆訳)~ローマ政治家伝 I カエサル」名古屋大学出版













庫， 1996年6刷， 384ペー ジ〕。











ナポレオンを支持した (EdmundFawcett， Liberalism: the Life of an Idea， 








Fontana， 'The Concept of Caesarism in Gramsci'， op. cit. eds. Peter Baehr 
and M巴lvinRicht巳r，p. 194)。




造物構築， クレディ・モピリエ(動産銀行)をあげている (MaxWeber， 
Economy and Society， edit日dby Guenther Ross and Claus Wittich， Univer 





(47) 前掲，ランボー(寺沢精哲訳)rシーザーj]， 17ペー ジ。
(48) Claude Nicolet，‘Dictatorship in Rome' op. cit. pp.274-275.たとえば，商
45年 1月26日に緋色の上着と赤い靴で馬に乗っていたら， r王」とあいさつ
したひとに「自分は王ではない。シーザーだ」と返答したという(前掲，長谷































『ローマン歴史IVカエサルの時代」名古屋大学出版会， 2007年， 129ペー ジ〕。
カエサルより 6歳上のボンベイウスは58歳であり. Iさしもの勇将も，かつて
の勝負勘も鈍り，いささか鈍重になっていた」のかもしれない(木村凌二「ロー





(54) Claude Nicolet， 'Dictatorship in Rome'， op.cit. pp.274-275. 
(55) Ibid. p. 270-272. 

































racy) Jと言い換え.r一種のカリスマ的支配」とみている (MaxWeber. 
Economy and Society， op. cit. p. 268.世良晃志郎訳『支配の諸類型JI(創文社，
1978年 11刷. 140ページ)。ウェーパーは政治領域に限定されたカエサル主義
概念を「あらゆるリーターシップ形態を含めることができるものにしたLリと
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考えていた (PeterBaehr，‘Max Weber and the Avatars of Caesarism'， eds. 
















(62) クリスチャン・ハピヒト(長谷川博隆訳)r政治家キケロ』岩波書腐， 1997 
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(64) WilIiam A. Dunning， A Histoη01 Political Theories: Ancient and Medie-


















(70) 小川正康 r~カティリーナ弾劾』解説」前掲， ~キケロー選集 3J， 483ペー ジ。
カティリーナは「悪名高い犯罪者で，個人的な敵をこの名簿に入れるようにス
ラを説得し，汚い事をした時，人を虐殺した痕跡を聖なる泉で洗い流した」と
いう (MaryBeard. SPQR: a History 01 Ancient Rome， London: Peoples 
Books， 2015， p.243)0 
(71) 前掲， rカエサルJ~プルタルコス英雄伝(下)J ， 180-181ペー ジ， 192ぺー
:/。
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(下)J]， 292ペー ジ)。







訳注 295ペー ジ， 101ページ (Cicero，Selected Political Speeches， Penguin 










マ政治家伝IカエサルJ]， 48ペー ジ， 38ペー ジ)。
(79) サッルティウス(合阪祭・鷲田陸朗訳)~カティリーナの陰謀J]， 116-117ペー









集 9J]岩波書庖， 1999年， 391ペー ジ)。
(81) 前掲，グリマル(高田康成訳)rキケロJ]， 73ページ。その結果，キケロは
執政官退任演説が禁止された。
(82) Michael Grant，‘Introduction'， Cicero， On Government， Penguin Classics， 
1993， pp. 3-4. 
(179 ) 45 
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(83) ‘Concordia Ordinum'， Res Publica: Romαn Politics and Society according 
ωCicero， ibid. p. 134. この部分は「カティリーナ弾劾(第 4 演説)J の第 14~
24節に相当し，その第 18節には「あらゆる身分の人々が，心と意志 [1人心」
か。引用者]と声を一つにして国家を守ろうとしている」とある(小川正贋訳






S. Wolin， Politics and Vision: Continuity and Innovation in Westem Political 
Thought， Boston: Litle， Brown 1960， p.89)。




ケロー」清水害院， 2001年， 73ペー ジ)。














ピカ〔フィリッポス〉玉弾劾演説」においてである (Cicero，On Govemment， 
op. cit. pp. 327-335。同書には第4.第5.第 10の演説が収録されている)。こ
の日本語訳は「ピリッピカーーアントーニウス弾劾J(根本英世・城江良和訳)
「キケロー選集3J岩波書后. 1999年)に所収。
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泉である」と再評価されている (WalterNigorski，‘Cicero， Marcus Tullius'， 
ed. Mark Bcvir， op. cit， p.176)。
(94) Cicero， On Govemment， op. cit. m ・41，p. 184ただし，岡道男訳「国家に










Obligations: A new translation by P. G. Wαlsh， op. cit. p. 107. r義務について」
「キケロー選集 9~， 317ペー ジ)。





(98) ダントレーヴ(久保正幡訳)Ir自然法」岩波書府， 1971年 17刷， 42-43ぺー
ジ。ただし，ビザンチン期の法典編纂者はキケロほどには「本質的に哲学的」
でないとダントレーヴは断っている(向上， 39ページ〉。キケロも『義務につ




(99) Max Webcr， op. cit. pp.866-867. 
(10) 前掲，ダントレーヴ(久保正幡訳)Ir自然法~， 5ペー ジ。
(101) Walter Nigorski， op. cit. p.177. 












べてを意味し，民族的一体性と言語などで意味するJ(Norberto Bobbio and 
Maurizoi Viroli， The Idea 01 the Republic， translated by A11an Cameron， 
Polity， 2003， p.18)。ローマの「祖国J，r愛国心Jは，近代国家のナショナリ
ズムを区別する必要があるかもしれない。
(106) 前掲，キケロ o尚道男訳)1"国家について」第 I巻第32節， 42-43ペー ジ。


















(12) 前掲，キケロ(岡道男訳)1"困家について」第2著書第21節， 85ペー ジ。
(13) 同上，第2巻第34節，向上.98-99ページo
48 ( 182) 
独裁政と法の支配
(14) 前掲，ダントレーヴ(石上良平訳) r国家とは何か~， 93ペー ジ。
(15) ペティットは共和主義を「第3の自由概念=非文配 Cnon-dominationJ)
と解釈している (Ceci1eLaborde and John Maynor，・TheRepublican Con-
tribution to Contemporary Political Theory'， Cecile Laborde and John 








クスに対抗できる自由論になるJ(Daniel M. Weinstock， 'Introduction'， D.M. 
Weinstock and Christian Nadeau， eds. Republicanism: History， Theory and 





Walsh 'Introduction'， Cicero， On Obligation， op. cit. xi)。






(19) ‘Introduction，' Res Publica: Roman Politics and Society accordingω 
Cicero， Se!ected and Trans!ated by W. K. Lacey and B. W. J.G. Wi1son， 







(183 ) 49 
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想，倫理における教師になる」ことであり，その点で一貫していた (Michael






2000年， 83ページ。なお， [Jの部分は， Cicero， Select Letters 01 Cicero 
(New York， Arthur Hinds & Co. 1891， www.NewForgttenbooks.com. p. 25) 
における‘theconstitutiona1 cause'を日訳した)。
(印〉 前掲，ハピヒト(長谷川博隆訳)W政治家キケロJ]， 145ペー ジ。
(121) 前掲， I国家について」第2巻第33節，向上， 98-99ペー ジ。
(盟2) 中村善也訳「法律について」第3巻第 12節『世界の名著』中央公論社，
1968年， 217ページ。『キケロー選集8J]の日本語訳は 290ペー ジ。
(1お〉 キケロの混合政体の着想は，ポリュビオス(前204-122)から借りたもので
ある。ポリュビオスは『歴史』第6巻 10章-18章でローマの混合政体に言及









多いと指摘した(前掲， wキケローーもう一つのローマ史J]， 7ペー ジ)。
(邸) Richard Dagger，‘Repub1icanism'， ed. George Klosko， The Oxlord Hand-







(凶 WilliamA. Dunning， A Histoη01 Political Theories: Ancient and Medie-
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val， op. cit. p. 121. 




られるであろう」と語った(山沢孝至訳「キケロー選集 2~ 岩波書庖， 2000年，
428ペー ジ)。
(128) タキトゥスによれば，この時期，暴力，除謀，賄賂によって法律は効力を失っ
ていた.(タキトゥス(国原吉之助訳) r年代記(上)~ (岩波文庫， 1984年4刷，
15ページ〉。そうすると，キケロも「階級閣の協和」は不可能と分かっていた
のかもしれない。
(129) Michael Grant， On Government， 0ρ. cit. p.4.この「品格ある平安」の概念
を理解すために角田は「戦争を伴う平和」と「調和を伴う抗争」を挙げている
(角田幸彦「キケロにおける哲学と政治一一ローマ精神史の中点~， 242ペー ジ)。
(130) 宮城徳也訳「セスティウス弁護J~キケロー選集1J岩波書底， 2001年， 288 
ペー ジ。
(131) 前掲，角田幸彦『キケロにおける哲学と政治一一ローマ精神史の中点J]， 62 
ペー ジ。







よりアッティクス宛Jrキケロ選集 14~ 岩波書j苫， 2001年， 108ペー ジ)。
(134) 前掲，角田幸彦「キケロー伝の試みーァキケローとその時代~， 177ペー ジ。
「ピリッピカ(第2演説)Jでキケロは執政官の時のアントニウスを「自分で率先
して何もしないし，万事，カエサルに頼っていた」と軽蔑している ('Philippic
2，78-84'， Res Publica: Roman Politics and Socie砂accordingto Cicero， op. cit. 
p.304)。この部分 (2-82)に対応する根本英世・城江良和訳は「かれは自分
では何もできなかった。何でも尋ねたJ(rキケロー選集 3~ 岩波書席， 1999年，
184ペー ジ)。
(!お) 同上， 1ピリッピカ(第2演説)(2-117)J根本英世・城江良和訳， 207ペー
ジ。グラントは Cicero，Selected Political Speeches CPenguin Classics， 
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(拙訳)と，カエサル暗殺を肯定していた CCicero，On Obligations: A neω 
translation， Book 3， 19， op. cit， p.91)。暗殺を支持する背景はローマの「弁論
家J の生き方にも求めることができる。『弁論家について~ (前55年完成。『キ




(路8) 前掲，スエトニウス(国原吉之助訳)~ローマ皇帝伝(上)~， 40ペー ジ。
Cicero， Book 3， 82， ibid. p. 12. 
(139) プルターク(鶴見祐輔訳) ~プJレターク英雄伝(六)~， 164ページ。長谷川
博隆訳lま「武器と法律とは使う場合が同じでない」となっている(村川堅太郎
編「プルタルコス英雄伝(下)~， 223ペー ジ)。
52 (186 ) 
